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職業情1報の型式
そ　の　一

岡　　　田　　三　　郭

は　し　が　き

　産業界は常1こ変化するものである・従つてそれと関係を持つ職業教育準び職業指導に於ては・

常に新しい資料の提供を受ける事が欠くべからざる要件であ乞、これを職熱青報と呼ぼう。職

業情報は産業職業の種類に応じ，或は作業域段階区分の各分野に於いて夫々異るものを作製す

る必要があろう。以下逐次各種の情報に就き例示する事にしたい。

その一　栽堵部門に関する情報の型式

　　　．I型式構成の理由

1．職業人像

　既に技述せる如く（註1）我国の職業教育に於ける職業人としてのあるべき姿は，協同杜会的

職業観固有製造技術の基礎狭義生産技術及び経営分析の方法を素養として持つたものである。

　日本生産性本部の発表に依れば，団体交渉とは区分を明確にした労働者の経営参加を行わし

むべき労使協議制を推進する事にしたと言う（註2）。経営協議制の発足は既に大正の末年に見

られたと云う一が（註3），現在改めてそれが取上げられている点に産業民主化の困難性が伏在し

ていアことも見られよづ。協同杜会的職業観が単なる修身的説諭やスローガンに止まらず協調的

に且つ堅実に具現される→つの道が開かれる訳である。

’我等は職業教育に携わる一員として前記の職業人像の論旨を更に一歩前進して展開しなけれ

ばならない。この事は同時に現実の事態に対して応える事にもなる。’とは云へ，凡ゆる職業教

育を問題とするのではなくして主として中学校の現行職業家庭科（本記事執筆は昭3210中）

に於ける場合を主眼とし，就中職業に関する知識の一分野　　農業に関するもの　　を例とし

て考察したいと思う。

z　作業分析補論

　凡ゆる産業を通じて基礎的技術を析出する事は容易ではない。併し既に現行中学校職業家庭

科学習指導要領にはその大綱が六ツの群に分けて示してある。そこに配列されている各項目は

夫々加の産業を意味するのではなくして各種産業に含まれている仕事である。工場や商店にも

経理の仕事が行われているのを’見るであろう。但し第6群に関してはζの限りではない。．

　農業に就て作業分析を行つて見ると産業としての農業の中には非常に広範な各種の仕事が

sokyu

sokyu

sokyu



54

ある事を知孔又教育上ρ必要からは予想職業カ析をi行うべき事を既に指摘した事があるが

（註4），そうした操作も力口えるならば教材としでの仕事（基礎的技術）の例を全面的とは云へ

ないまでも農業に多く求める事は可能であろう。この事に就いては本論集に於いて斯かる必要

を予想し農業者の広義生活様式を画いておいた（註5）。教材としての仕事の例を多く農業に求

める事は技術文明の体系とそれが接する自然との関係に就てg基礎的観念を印象づける上から

も極めて有効である（註6）、尚農業のみ右らず一般に職業に就いての情報には海外のそれをも

含ましめたいと思う。

　産業職業に関する知識（指導要領では第6群）に就いては農業に多く例をとると云う訳にぱか

．り辛㍗牟卒い．こと峠苧祭下ある。

、技昨関す予蹄とそ咋除し）た苧挙職業召こ関する知識とを連絡し媒介する矢1識！ま経甲師

め方竿あ㍗1隼甲術キ摩業即亭杜宇経済に関す碑象1ま経営に於して連繋してし）る・

3　経営分析の初歩的方法

　簿言己による経営分析は経営体を経営経済学的立場から把握する訳である。然るに職業教育で

はこの方法も勿論必要とはするが・個々の年事が如何に経営体の中に綜合されているかを分析

する方法の教育も必要である。前述の如く職業教育に於て仕事の例を農業にとつた場合こ＼に

述べる如き経営分析の方法は如何にあるべきか。その内容として後に述べる如く部門経営を分

析する方法を解説するのであるが，これより農業経営及び農家生活分折方法へと理解を伸ばす事

ど，他産業に対する方法への発展を準備する事となる。こへで簿記による個別経済の分析方法

では，農村に於いては各農家経済簿記を，協同事業に於いて複式簿記を記帳している。前者は

家計簿の複雑なるもの、とみて教育する事も可能ではある凄いかボ

　ともかく上言己の部門経営分析の方法（皿一〔2〕）により生産技術実習の記憶（記録）を綜合する

事によつて経営を分析する初歩的概念を構成する事が出来るであろう、．即ち栽培技術教育に於

いて農業以外の準路をとる者に対しても1労使協議制1こ際会する準備を行いうる訳である。．

4・職業情報としての型式

　右の如くして得られた概念に対しては当然にこれに対する職業教育的関連知識が附け加えら’

れるべきであるぺそれは云う迄も1な一く．杜会経済的知識であるが，職業教育の1項目であるから

には職業指導的知識もその中に合まれるべきである。但しこの項目は教育上から見ると特別の

意味を持つているから別に一項目を設走するがよい（トA，B）。これら関連知識は各種の作業

域区分の段階に於いて構成される事が要請されよう。

　若し以上の部門経営分析の方法に依つて農業者より資料を獲得して生徒に提供する場合を予

想すれば，．農家と環境経営部門概況等に就いての項目を勿論添えねばなるまい（皿丁〔1〕）。

　　皿農業経営部門に関する情報型式の例

∴先ず調査した年月白調査又は資料作製者の氏名を明言己する。’資料については農家名と何時現

在のものであるかを，又如何なる調査法であつたかを明記しておく必要がある。調査法と云う

のは目言己帳の集計結果によつたものか単なる聴取によつたものか等を意味する。
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〔1〕　農家と環境（昭和　　年　　月　　一日現在）

　　A　農I家概，況

住　　所

労働力家族人早1　人臓業従事者

経田一毛田ド反畝歩二毛田
営　畑普通畑1　　　樹園畑
用山林立木地　　　一1採草地

地宅地　　　　　1其他
大　発動機
農　動力耕運機

具籾摺機1

台卜一ダ
1動カ刈取剛

経営主名

人　被雇用者． 人

・町反畝歩　合　　　計
　　　　　　　　　町　　反　　畝　　歩

　　　　　　　註

家畜和牛1頭乳牛1頭f山羊1頭1緬羊

台1

1脱穀機1

台

頭1豚、1頭i成剛羽

　斯る調査法より出発して将来は大企業分析法や理論経済学の理解にまで進ませる必要がある

から此れを手掛りとして労働力組織や資産分類法に発展して説明し得るならば好都合である。

此の調査表は勿論一つの事例であつてその時々の実情に応ずるものでなくてはなるま・い。此の

点は以下述べる方法も同様と云える。

　農家（農場）の位置を示すためにはその位置を要図を以て示すがよい。国内外の人に見せて

それが地図上に明確に認識しうることを目途として示せぱよい。要図に関連しては当該農家の

要図をも添えるならは向都合がよい。併し簡単に資料を正確に多数提供することを主眼とする

から，要図も時としては省略する。

　　B環　’境
　環境の調査は国際的に産業の立地を考慮する意図の下に行う着意も必要である。個別経営の

立場からも農業の範囲に於いて如何なる経営方式に転換し得るかを判断する材料とする着意を

もつて資料の蒐集を行うとと’が必要である。細部の項目については省略するが主要項目を列挙

・すると下言己の如くである。

　1．’自然条件

　　a・土地に関するもの

　　b・気象に関するもの

　2．市場地位

　　a．原材料動力源等に関するもの

　　b．生産物に関するもの

　3．経営組織（団体等）に関するもの・

〔2〕経営部門

　経営部門に関する調査では生産過程と収支計算が主内容を構成する。併しそれの理解のため
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には，該部門概況を調査する必要がある。此のζとはその経営体全体を理解する初歩的手段と

もなるであろう。叉農家の生活を生産的分野である経営体と消費的分野としての家計とを分離

して考える時，経営と家計の関係を理解させることも必要である（註7）。

　A．該部門概況

　其の時の必要たより調査項目は改め・る事を適当とするが，一般的に次の諸項目は必要；であろ

う、

　1．前作後作関係作付収穫の時期

　2　作付面積

　3．作付地の状況（土質区画等）

　4．作付地の分散状況

　5．他部門との関係，（家計仕向，経営内部仕向）

　6．生産物の用途

　7　関係ある施設農具等

8．品種一

　上記諸項目は夫々孤立的に資料を蒐集記述するのではなくして，勉めて相互関連づけて把握

するを要するし，叉そうせざるを得ないであらう。例へば作付面積と品種ぽ各晶種毎の作付面

積の把握と云うことにならう。前作後作関係は更に綿密に調査をする場合は作付組織の図表と

’し亡表現すちとよい。其は上欄に月名をとり左欄に圃場名をとり在圃期間を線分を以て宗す。

或は面積を’も図示しようとする時は在圃期間を横の辺とし面積を縦の辺に長さを以て表わし矩

形と1なる様に表現すればよい。

　向フリンクマン博士が経営方式の原理中に列挙した諸原理（労働分配，輪作，地力均衡，飼

料均衡，危険平均∵白給）は調査部門の概況を把握する適切な着眼事項となるであろう（註8）。

　　B　生産過程

　工場にヤける狭義生産技術では（作業研究）工程分析は重要な一項目である・栽培作羊に対

しては下言己の如き生産過程表が質用されているが，工程分析表（経過図とも云う）を利用する←

とも一案と考える。生産物の販売貯蔵加工消費等をも一貫して調査することの必要は屡々起り

得ようが，そうした必要に応ずるためには此を利用するを適当とするであろう。

　　経　　過　　図　（註9）

　　月目所要日時（扉行作業君）場所施設機器j作業方法i消耗品等1作業者

　こ＼に言己号とは○…加工“…運搬，△…貯蔵，ロ…検査の四つの原形とそれを基と’した幾つ

かの変化したものを含む。

　生産過程は次表の如くまとめる。
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生’産過二程表

計　　摘　　　記

コ

2

1
2
計

作
業
方
法

　作業名は耕起整地・舞種・施肥・中耕除草等を・表中には投下労動日数（又は時問撃）幸言己

入する。作業方法に就いては本表では簡単に記入し，必要に応じて経過図を書いたり，時間研

究，動作研究等を行う。

　　C．収益計算

　収益計算の様式に就いては己に農家経済調査法に於て　（註10）示されセあるからそれを・部門

経営の収益計算に適用する。

　a．経営費

　経営の全体を調査しなけれぱ不可能な計算事項は此を省略したい。こ㌧では仕事の教育のま

とめとして利用するか，調査を初歩的に実施させる目的を持つものである故に全体としての調　1

査は更に発展した葭階の情報として取扱う。

　省く費目は次の如きものである。1

　　　　建物設傭油価償却費

　　　　大農具減価償却費

　　　　共同負担費

　　　　租税公課

　　　　土地資本利子（支払地代）

　　　　其他資本利子

　此等費目を省いた部門経営の整理表は次の様であつて，やがて生産費との相異を理解する基

礎的観念ともなるであらう。
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経営費の表
1購入（経営費）

総1数雫

翠量11価額
自給数量

備考

円

種
岳
一
阻

も凡て調べる。一

しない。一

　C一．純収益

　部門経営粗収益より部門経営費を差

引いたものが部門経営純収益である；

併し6、そぽ娃営費ぽ莞全に計上され

ていない永ら簡暗純収益（仮称）・ぽ部

門経営純収益よりは多くなるのは当然

である。

　一皿。・欄導知識（註11）

　費目は種苗肥料薬剤諸材料動力燃

料小農具家畜労働販売雑で此の合計

が当該部門経営費となるわげである

が，前言己の如く省略する費目が華る

から簡略経営費と仮称することにす

る。

　b．粗収益

　種実根茎等の外その作物の副産物

その処分内訳は次表の如くするが，経営内部仕同の価額欄は必ずしも言己入を要

　　　　　　　　　　　　　粗収益の表
■粗　’収　　益

販売 家計仕向 計
内部仕向

種目 総生産量
数軍 肺額 数量価額数量 価額

数量1価額

．円 円 円． 円

一‘∵一一一・一
一｝・・一ii一

i一‘」｝
・■

「｝一フ’「一
■

合計 ／ ／
■

／ ／ ／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）総生産価額i粗収益合計十内部仕向価額合計

　本項は本来亙の一部分とする筈であるが，解説の都合で別の項目とした。杜会経済的知識は

職業指導的なものと同様追求すれば膨大な量に達する。従つてこ＼では，情報梨式の樺念を得

るのみを以て満足する程度の項月を例示するに止めよう。

今∵社学即蝉．∴ノ

　生産に関する項目（面積，生産量，分布，変化，機器，消耗品等），監督，試験，金融，財政

等に関する項目及び関連産業文化現象等の項目に就いて取扱う、，

　B，職業指導的知識

　自ら研修する機会（研究試験機関・学咬・補導所・図斉館・文献等）・実践する為に関係業者

進路選択適性配置のために適性条件等の知識を提供する。
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註1．職業人養成の基盤に関する一考察，島根大学論集（教育学）第五号

　　2．昭32．9，7．日本経済新聞

　　3．森五郎著経営協議会論，昭　321130申央労働学園

　　4．職業分析の意義，昭26．職業教育第2巻9号

　　5．農業生産様式と雇用（教育面より見たる）島根大学論集（教育学）第七号

　　6．筆者は昭．27隼に技術を動カ，工作機械，禦作機械，運搬機，通信機の五類に関するものと分類

　　　　　したことがあるが後（昭28915）局師広吉の紹介（職業教育学）されたフロリタ案では動力，製

　　　　造，組立，掬送，通信としている。

　　7．大槻，佐山共著農業経営聴取調査法要説，昭18．／／．8西ケ原刊行会

　　8．ブ博士著永友繁雄訳農業経営方式の原理，昭／6．／1．20酉ケ原刊行会

　　9．村井勲著生産技術，昭26820コロナ杜

　　10．アに同じ

　　／1．フリンクランド著長谷川淳訳職業分析，昭249／5実業教科書株式会杜

sokyu

sokyu

sokyu


